
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                            

 
 

みずきの会 ミニ観だより   ６月号 
2015年７月 19日    
 みずきの会 
代表 足立直義 
 

毎月第３日曜日午後１時より県立自然環境保全センターでミニ観察会を担当しています。私達と一緒に歩いて見ませんか。 

アリに化けた  アリグモ  

・谷戸のハンゲショウが目立った。初めに説明があった様に、植物が生きる為の知恵には驚いた。(T) 
・チョウの卵は葉の裏に纏まっているものだと思っていたが、ウラギンシジミは脇芽に１つづつ・・（Y） 
・ナツグミは、種の周りは少し甘かったけど、皮はとても渋かった。（S） 
・雨の日の初参加でしたが、来てよかったと思いました。アリグモのパズル、楽しく観察・・（S） 

みぃつけた 

 

ナツグミ タマゴダケ 

  

 

声！ミニ観に参加した人の

 

 

イヌシデ 

 最初の大きな写真パズルは、興味深かった。アリグモがアリに成り切っている意味

を考える事が出来、生き物達の生きる為の“戦略”を知るのに、いい機会でした。 
                               （H. I） 
 

落ちていたオオミズアオ 
今度は、元気ある子に巡り会い

たい。（S ） 

ウラギンシジミ卵 

 No。１８７ 

トラツグミ 

21日 雨 21℃ 
雨の中を歩きましたが、又

新鮮で楽しかったです。 
 ミズキにいた、ゴミを背負

うクサカゲロウの幼虫や、白

い葉で花をアピールする草な

ど、生き物の「戦略」は面白

いですね。生き物達から見た

らどう見えているか？を常に

考えて観察したい。 (H．S) 
 去年のミニ観で 

＊ ブログ “丹沢大山山麓だより” を検索してみて下さい。 

   
 

 

★ ミニ観だより は、皆さんの感想を元に 作られています。 

 


